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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の目的は，プレプリントサーバ arXiv の学術情報メディアとしての位置づけを，歴史
的および実証的に調査することを通して，学術情報流通における紙から電子媒体への変化の意
味を明らかにすることである。arXiv および SPIRES-HEP に 1969 年から 2007 年に登録され
た全プレプリント約 73 万件を対象に，両データベースにおけるプレプリントの１）登録数，
２）学術雑誌掲載率および掲載先学術雑誌，３）即時性を調査した。その結果，arXiv 以後に
見られる顕著な変化として，学術雑誌掲載率の上昇，刊行前論文の登録率の上昇と刊行後論文
の登録率の低下が挙げられることがわかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to show the significance of transformation from 
print to digital in scholarly communication by investigating the roles and place of a 
preprint server, arXiv. In order to clarify 1) the growth in the annual and total number 
of submitted papers, 2) the percentage of papers in arXiv and SPIRES-HEP 
subsequently published in scholarly journals and their publication information, and 3) 
differences of years between submission to arXiv/SPIRES-HEP and publication in 
journals, all papers (about 730,000) submitted to SPIRES-HEP/arXiv between 1969 
and 2007 were analyzed. The main findings are as follows: the percentage of papers in 
arXiv subsequently published in scholarly journals is higher than papers in 
SHIPRES-HEP and papers in arXiv will be deposited much earlier before official 
publication date. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 プレプリントアーカイブ arXiv（以下，
arXiv とする）とは，主に学術雑誌掲載前の
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プレプリントを，学協会・出版者・図書館を
経ずに，研究者間のみで電子的に流通させる
システムである。 

 

 1991 年に高エネルギー物理学理論の研究
者を想定して創設されて以来，対象領域を広
げながら，2008 年当時では 17 主題領域，50

万件以上の論文・記事が登録されている。
WWW の登場以降，学術情報流通の電子化を
巡る議論において必ず言及される代表的な
学術情報メディアであり，たとえば，京都大
学基礎物理学研究所の九後が，arXiv は「学
術雑誌のあり方，存在意義に対して深刻な挑
戦を突きつけている」と述べるほど，学術情
報流通に大きな変革をもたらした学術情報
メディアである。しかし，その特殊性もあっ
てか arXiv それ自体の実態や研究者による利
用実態については，様々な意見はあるものの
実証的研究がほとんどなされていない。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は，プレプリントサーバ
arXiv（e-Print archive）の学術情報メディ
アとしての位置づけを歴史的および実証的
に調査することを通して，学術情報流通にお
ける紙から電子媒体への変化の意味を明ら
かにすることである。より具体的には，高エ
ネルギー物理学分野の学術情報流通におけ
る arXiv の位置づけを，情報メディアという
観点から，主に学術雑誌論文を対象に計量的
アプローチに基づいて，特に学術雑誌との関
係において明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

 

3.1 arXiv 調査 

3.1.1 目的 

 arXiv 調査の目的は， arXiv 登録論文・記
事が持つ特徴の全体的傾向および経年変化，
つまり arXiv には何がいつどれだけ登録され
たのかを実証的に明らかにすることである。 

 

3.1.2 調査対象と調査項目 

 1991年から2007年の期間にわたって登録
された論文・記事約 50 万件全てで，主な調
査項目は，各論文・記事の 1) journal-ref（そ
の後の掲載先を記した書誌情報），2) arXiv

への登録年の 2 項目である。研究目的で述べ
たように，arXiv の学術情報メディアとして
の位置づけは，arXiv 自体だけを調査しても
明らかにはならない。学術雑誌との関係の中
で位置づける必要があるが，journal-ref と登
録年を調査することで必要十分な実証デー
タを入手することができる。  

 

 journal-ref 付与の有無を確認することで，

登録論文・記事の a) 学術雑誌への掲載の有
無（arXiv に登録された論文・記事はどれだ
け学術雑誌に掲載されるのか；arXiv は
e-print の arXiv なのか），掲載された場合は
b) その掲載先のタイトル（arXiv 登録論文・
記事は学術雑誌掲載論文のうちどれだけを
占めるのか）と c) 掲載年（arXiv には学術雑
誌刊行前に登録されるのか）が明らかになる。 

 

 arXiv への登録年を確認することで，年度
ごとの論文・記事の登録数がわかる。これら
の項目を組み合わせることで，結果として
arXiv に登録された論文・記事の全体的傾向
と経年変化を示すことができる。 

 

3.2 紙のプレプリント調査 

3.2.1 目的 

 先の arXiv 全体調査の結果を受けて，次に
arXiv に設置されている主題領域の中で最も
総登録論文・記事数が多い高エネルギー物理
学分野に限定し調査を行う。 

 

 この調査の目的は，a) 紙で作成され流通し
ていた arXiv以前の時代のプレプリントと b) 

arXiv 登場以後そこで電子的に登録・流通す
る論文・記事とを比較し，プレプリントが
arXiv によって電子化されることで，プレプ
リントが情報メディアとして何らかの変化
を示しているかを検討することである。もし，
arXiv の登場を境にして，プレプリントに何
らかの変化が見いだせる場合，そこに arXiv

の学術情報メディアとしての位置づけを見
いだすことができると考える。 

 

3.2.2 調査対象と調査項目 

 

 調査対象は，高エネルギー物理学分野で最
も網羅的なデータベースである
SPIRES-HEP に 1969 年から 1991 年に登録
されたプレプリント約 23 万件である。 

 

 調査項目は，まずプレプリントの a）学術
雑誌掲載率を調査し，掲載されたものに対し
ては b）掲載先（タイトル名，出版者）を明
らかにする。次に，高エネルギー物理学分野
のコアジャーナル 5 誌（Phys. Rev. D, JHEP, 

Phys. Lett. B, Nucl. Phys. B, Euro. Phys. J. 

C）を対象に，c）学術雑誌掲載論文登録率（登
録されたプレプリントがある学術雑誌の年
間総掲載論文に占める割合），d）プレプリン
ト作成年と学術雑誌掲載年の差の各調査を
行う。 

 

3.3 紙のプレプリントと arXiv 登録論文・記
事の比較 

 

 最終的に，紙のプレプリントと arXiv に登



 

 

録されたプレプリントそれぞれに対して行
った同一の調査から得られた結果を比較し，
学術情報流通の電子化がプレプリントとい
う学術情報メディアにもたらした変化およ
び arXivの学術情報流通における位置づけを
明らかにする。 

 

４．研究成果 

4.1 arXiv 調査 

 調査の結果，arXiv に登録された論文・記
事のその後の学術雑誌掲載率は全体で 47.1%

であり，少なくとも論文・記事の半数弱だけ
が学術雑誌等に掲載されていること，領域で
は物理学の理論系の領域で高いが数学や計
算機科学では低いこと，学術雑誌に掲載され
た登録論文・記事全体の半数近くを Physical 

Review 各誌や Astronomical Journal など，
物理学と天文学のコアジャーナルに掲載さ
れた論文が占めていることがわかった。 

 

 即時性に関しては，高エネルギー物理学 4

領域では多くの論文が雑誌掲載年以前に登
録されているが，登録時点で既に掲載済みで
ある学術論文一般へのアクセス提供を目的
としたものも一部の主題領域で見られるよ
うになっている。 

 

 以上から，現在，arXiv は学術雑誌論文の
プレプリントサーバと学術論文一般の電子
アーカイブという二つの機能を同時に果た
していると考えられる。 

 

4.2 紙のプレプリント調査 

 紙のプレプリントの作成・流通状況を把握
することを目的として，高エネルギー物理学
の代表的文献データベース SPIRES-HEP に
1969年から1991年に収録された全プレプリ
ント約 23 万件を対象に以下の 4 項目に対し
て調査を行った。 

 

4.1 登録件数 

 プレプリントの登録件数は，減少する年も
あるが全体としては増加傾向にあり，1991

年には約 1.8 万件が登録されていることがわ
かった。 

 

4.2 学術雑誌掲載率  

 ある年に作成されたプレプリントがその
後学術雑誌等に掲載される割合は，最小
25.3%，最大 59.1%，平均で 51.8%であり，
1975 年以降になると一貫して 50〜60%前後
を示しており，増加傾向にはなかった。 

 

4.3 プレプリントの掲載先  

 学術雑誌等に掲載されたプレプリントは，
(1)564 異なりタイトルに掲載され，(2)掲載数
上位のタイトルは上から，Physics Letters B，

Physical Review D，Nuclear Physics B，
Physical Review Letters ， Progress of 

Theoretical Physics であり，(3)これら 5 タ
イトルで全体の 4 割強を占め，33 タイトルで
8 割を占めていることがわかった。 

 

4.4 即時性  

 プレプリントが学術雑誌等で刊行される
よりもどれだけ早くあるいは遅く作成され
たかを調査した結果，全体では作成年と刊行
年が同じ年であるものが 56.5%と最も多く，
次いで刊行より一年以上前が 30.4%，一年以
上後が 13.1%であることがわかった。学術雑
誌刊行後一年後に登録されるプレプリント
は 1980 年代初頭まではごくわずかであった
が，その後その割合が増加していることがわ
かった。 

 

5. 結論 

 本研究は，高エネルギー物理学領域におけ
るプレプリントの作成および流通の電子化
が，同領域の学術情報流通にもたらした影響
を明らかにするために，紙のプレプリント作
成・流通状況の調査結果と arXiv に登録され
た電子的なプレプリントの作成・流通状況と
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の比較を行った。その結果を，電子化によっ
て変化したものおよび変化しなかった点と
いう点からまとめると，以下のことが明らか
になったと言える。 

 

5.1 プレプリントの作成・流通が電子化する
ことで変化したもの 

1. 紙のプレプリントの時代においては
50%程度であったが， arXiv 登場以
降は 70%程度となっており，掲載率
が上昇している 

2. プレプリント（論文記事）の登録時期
については，arXiv 登場以降の方が，
学術雑誌に掲載される一年以上前に
登録される論文の割合が半数程度と
非常に多いこと，および学術雑誌掲載
後の登録，特に掲載後一年以上経過し
た論文の登録が大幅に減少している。 

 

5.2 電子化後も変化していないもの 

1. 高エネルギー物理学領域のコアジャ
ーナル（Physics Letters B，Physical 

Review D，Nuclear Physics B，
Physical Review Letters ， The 

European Physical Journal C など）
掲載論文がプレプリント化これらの
コアジャーナルに掲載される論文は，
arXiv 登場に関係なく紙の時代から
70 から 90%程度がプレプリントとし
て流通していた。さらに，プレプリン
トとして流通する論文記事は，コアジ
ャーナル掲載論文が大部分を占めて
いることが明らかになった。 
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